
〈特集〉変わること／変わらないこと

１

統
計
学
の
不
易
流
行

は
じ
め
に

仁
科
　
健

　
ま
ず
、
本
稿
執
筆
の
ス
タ
ン
ス
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
二
つ
あ
る
。

　
特
集
テ
ー
マ
で
あ
る
「
変
わ
る
こ
と
／
変
わ
ら
な
い
こ
と
」
を
、
統
計
学
を
対
象
に
と
い
う
原
稿
依
頼

を
頂
戴
し
た
。
変
わ
っ
た
も
の
に
気
づ
く
の
は
結
構
容
易
い
。
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
統
計
学
で
あ
れ
ば
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
か
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
な
ど
、
こ
こ
数
年
で
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
、
専
門
家
で
な

く
と
も
耳
に
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
技
術
と
計
測
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
を
獲
得
す
る
環
境

が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
化
し
、
デ
ー
タ
の
質
／
量
と
も
に
変
わ
っ
た
。
統
計
学
に
は
そ
の
変
化
に
対
応
し

た
発
展
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
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し
て
い
け
ば
、
統
計
学
が
重
要
な
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
認
識
に
立
ち
ど
こ
ろ
に
た
ど
り
着
く
。
変

わ
っ
た
こ
と
へ
の
気
づ
き
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

　
｛
方
、
変
わ
ら
な
い
も
の
に
気
づ
く
の
は
結
構
や
っ
か
い
だ
。
仮
説
検
定
が
そ
う
で
あ
る
。
リ
ス
ク
を
定

量
的
に
（
有
意
水
準
と
い
う
）
明
示
し
た
上
で
「
違
い
が
あ
る
」
こ
と
は
検
証
で
き
て
も
、
「
違
い
が
な
い
」

こ
と
を
統
計
的
に
検
証
す
る
の
は
少
々
や
っ
か
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、
薬
効
分
野
で
副
作
用
が
な
い
こ
と
を

検
証
す
る
た
め
に
は
、
ま
さ
に
「
違
い
が
な
い
」
こ
と
を
検
証
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
「
同
等
性
（
非
劣

性
）
の
検
定
」
と
い
う
方
法
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
だ
の
は
比
較
的
最
近
で
あ
る
。
同
等
性
の
検
定
は
、
ど

こ
ま
で
の
違
い
を
「
違
わ
な
い
」
と
す
る
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
執
筆
の
一
つ
目
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
ま
ず
、
変
わ
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
お
い
て
、
そ
の

中
か
ら
変
わ
ら
な
い
要
素
を
探
し
て
い
ふ
っ
と
思
う
。
変
化
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
過
程
で
不
変
な
点
に
も

気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
「
統
計
学
に
お
け
る
不
易
流
行
」
を
探
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
執
筆
に
臨

み
た
い
。

　
統
計
学
の
動
向
を
論
ず
る
と
吝
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
お
そ
れ

を
実
感
し
た
世
代
で
あ
る
。
学
生
時
代
（
一
九
七
一
年
名
工
大
入
学
）
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
人
力
媒
体
は
紙

テ
ー
プ
で
あ
っ
た
。
何
し
ろ
、
学
部
の
講
義
で
は
計
算
尺
を
使
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
修
士
の
時
に
は
、
名
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変わること／変わらないこと〈特集〉

古
屋
大
学
の
大
型
計
算
機
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
入
力
媒
体
は
パ
ン
チ
カ
ー
ド
で
あ
る
。
カ
ー
ド
読
み
取
り

機
を
使
っ
て
入
力
す
る
わ
け
だ
が
、
し
ば
し
ば
、
「
ジ
ヤ
ム
つ
て
」
し
ま
う
。
演
算
処
理
は
バ
ッ
チ
処
理
た
っ

た
。
そ
の
後
T
i
ヨ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
e
m
（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）
と
な
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
は
、
端
末
を
得
る
た
め
に
名
大

通
い
が
続
い
た
。
名
工
大
の
研
究
室
に
居
な
が
ら
に
し
て
名
大
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
だ
の
は
、
教
員
に
な
っ
て
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
今
は
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
で
、
し
か
も
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
デ
ー
タ
解
析
ソ
フ
ト
を
使
い
、
ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
解
析

結
果
が
得
ら
れ
る
。
冲
や
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
フ
リ
ー
解
析
ソ
フ
ト
の
普
及
私
見
逃
せ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
二
つ
目
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
完
全
に
言
い
訳
で
あ
る
。
統
計
学
の
不
易
流
行
を
語
る
と
き
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
／
ソ
フ
ト
の
動
向
け
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
に
不
勉
強
な

著
者
に
は
こ
れ
は
難
儀
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
に
言
及
し
な
い
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

２
　
統
計
学
へ
の
追
い
風

　
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
、
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
や
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
い
う
こ
と
ば
が
メ
デ
ィ
ア
に

登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
が
話
題
に
な
っ
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た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
、
内
容
の
目
新
し
さ
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

上
手
さ
の
ほ
う
が
先
行
し
た
印
象
を
も
っ
て
い
る
。
今
回
も
、
当
初
は
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
や
コ
ア
ー
タ
サ

イ
ェ
ン
ス
」
が
、
統
計
学
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
を
も
た
ら
す
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
筆

者
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
コ
二
年
、
西
内
啓
氏
に
よ
る
『
統
計
学
が
最
強
の
学
問
で
あ
る
』

が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
以
来
、
統
計
学
へ
の
追
い
風
が
社
会
現
象
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
こ

の
本
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
当
時
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ハ
ル
ー
バ
リ
ア
ン
氏
に
よ
る
「
私
は
こ

れ
か
ら
の
Ｉ
〇
年
で
最
も
セ
ク
シ
ー
（
魅
力
的
）
な
職
業
は
統
計
家
だ
ろ
う
っ
て
言
い
続
け
て
る
ん
だ
（
括

弧
内
は
筆
者
が
加
筆
）
。
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
二
〇
〇
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
統
計
学
に
と
っ
て
追

い
風
で
あ
る
。
一
〇
年
た
っ
た
今
、
統
計
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
満
を
持
し
て
、
文
部
科
学
省
が
動
い
た
。
二
〇
コ
ー
年
度
か
ら
五
年
間
に
わ
た
る
事
業
「
デ
ー
タ
に
基
づ

く
課
題
解
決
型
人
材
育
成
に
資
す
る
統
計
教
育
質
保
証
」
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
念
頭
に
、

新
た
な
課
題
を
自
ら
発
見
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
数
量
的
な
思
考
に
よ
る
課
題
解
決
の
能
力
を
有
す
る
人
材

の
育
成
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
事
業
を
採
択
し
１
　
九
大
学
（
代
表
校
一
青
山
学
院
大
学
、
東
京
大
学
、

大
阪
大
学
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
、
多
摩
大
学
、
立
教
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
同
志
社
大
学
、
滋
賀
大
学
）

は
、
統
計
関
連
学
会
（
日
本
統
計
学
会
を
け
じ
め
と
す
る
六
学
会
）
の
支
援
を
得
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
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変わること／変わらないこと〈特集〉

組
織
し
、
「
統
計
教
育
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
統
計
検
定
」
は
、
関
連
組
織
で
あ
る
統
計
質
保
証
協
会
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
〇
一
四
年
、
日
本
学
術
会
議
情
報
学
委
員
会
に
よ
る
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
に
対
応
す
る
人
材
の
育

成
」
と
題
し
た
報
告
書
に
は
、
デ
ー
タ
中
心
科
学
を
専
門
と
す
る
教
育
組
織
の
設
置
や
基
幹
的
研
究
組
織
内

に
お
け
る
恒
久
的
な
デ
ー
タ
解
析
部
門
の
設
置
な
ど
の
提
言
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
五
年
六
月
の
閣
議
決
定

　
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
二
〇
一
五
」
で
は
、
欧
米
と
比
較
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
ス
キ
ル
と

す
る
人
材
や
統
計
科
学
を
専
攻
す
る
人
材
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
我
が
国
の
大
学
に
は
、
統

計
学
を
専
門
領
域
と
す
る
学
部
／
学
科
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
統
計
学
へ
の
追
い
風
が
、
ま
ず
、

滋
賀
大
学
の
改
革
を
生
ん
だ
。

３
　
統
計
教
育
の
改
革

　
二
〇
一
七
年
度
、
滋
賀
大
学
に
我
が
国
で
初
め
て
、
統
計
学
を
専
門
領
域
と
し
た
学
部
（
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
一
定
員
一
〇
〇
名
）
が
設
立
さ
れ
た
。
前
学
長
の
佐
和
隆
光
氏
の
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
東

京
大
学
か
ら
竹
村
彰
通
氏
を
招
き
、
創
設
し
た
学
部
で
あ
る
。
当
時
、
国
立
大
学
に
お
け
る
文
系
不
要
論
が
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囁
か
れ
て
い
た
。
経
済
学
部
と
教
育
学
部
し
が
ち
だ
な
い
滋
賀
大
学
で
は
、
あ
る
意
味
生
き
残
り
を
か
け
た

改
革
の
議
論
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
統
計
学
へ
の
追
い
風
を
背
景
に
、
文
理
融
合
型
学
部
構
想
へ
と
舵
を

切
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
設
立
に
至
っ
た
。
ま
さ
に
起
死
回
生
の
舵
取
り
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
学
部
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
に
は
次
の
よ
う
な
紹
介
か
お
る
。

　
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
、
社
会
に
溢
れ
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
《
価
値
》
を
引
き
出
寸
学
問
で
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
進
化
し
た
現
代
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
医
療
、
教
育
、
行
政
等
に
お
い

て
も
、
高
度
な
デ
ー
タ
処
理
能
力
、
デ
ー
タ
分
析
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
か
ら
有
益
な
《
価

値
》
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
能
力
に
加
え
、
様
々
な
分
析
経
験
を
積
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
」

　
翌
二
〇
一
八
年
度
に
は
、
岩
崎
学
氏
（
当
時
、
日
本
統
計
学
会
会
長
）
を
招
き
、
横
浜
市
立
大
学
に
も

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
創
設
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
に
は
、
「
た
だ
の
数
字
で
終
わ
ら
ぜ
る
か
。
世

界
を
変
え
る
力
を
引
き
出
す
か
。
」
と
い
う
刺
激
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
か
お
る
。

　
海
外
で
は
、
も
と
も
と
統
計
学
分
野
の
独
立
し
た
学
部
・
学
科
が
存
在
す
る
。
米
国
で
は
｛
｝
心
ａ
ｒ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｆ

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
あ
る
い
は
、
Ｄ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｆ

Ｂ
ｉ
ｏ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
な
ど
の
学
科
、
専
攻
が
数
多
く
あ
る
。
独
立
し
た
組
織

が
あ
る
と
、
他
領
域
（
情
報
、
数
学
、
経
済
）
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
や
す
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
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我
が
国
に
は
統
計
関
連
の
学
科
が
な
く
、
分
野
点
在
方
式
で
あ
っ
た
。
既
存
部
局
間
の
複
雑
な
事
情
を
も
つ

総
合
大
学
で
は
、
設
置
が
難
し
い
。
し
か
し
、
滋
賀
大
学
は
学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
や
す
い
環

境
に
あ
っ
た
ま

　
滋
賀
大
学
の
改
革
は
、
新
学
部
の
設
立
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
な
い
。
二
〇
二
（
年
、
文
部
科
学
省
は
「
数

理
及
び
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
係
る
教
育
強
化
」
の
拠
点
校
と
し
て
、
北
海
道
大
学
、
東
京
大
学
、
京
都
大

学
、
大
阪
大
学
、
九
州
大
学
の
旧
帝
大
に
加
え
、
滋
賀
大
学
を
選
定
し
た
。
選
定
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
セ

ン
タ
ー
の
設
置
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
滋
賀
大
学
で
は
二
〇
二
（
年
四
月
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究

拠
点
と
し
て
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
先
端
的
な
教
育
研
究
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
企
業
や
自
治
体
と
の
連
携
、
多
様
な
大
学
間
連
携
を
通
じ
て
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
新
た
な

価
値
創
造
、
社
会
貢
献
、
教
育
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
産
業
界
と
の
連
携
に
は
、
同
学
経
済
学
部
の

同
窓
会
組
織
で
あ
る
陵
水
会
の
存
在
が
大
き
い
。
。
彦
根
高
商
時
代
か
ら
の
伝
統
の
重
み
を
感
じ
る
。
な
か

で
も
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
機
械
学
習
実
践

道
場
」
は
産
学
連
携
事
業
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
学
科
紹
介
文
か
ら
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
「
デ
ー
タ
か
ら
価
値
を
引
き
出
す
科
学
」

と
言
っ
て
よ
い
。
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
で
は
な
く
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
あ
る
。
科
学
を
「
対
象
の
本
質
的
な
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性
質
を
探
求
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
そ
の
「
探
求
」
に
お
い
て
、

観
察
や
実
験
に
よ
っ
て
得
た
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
解
析
し
、
そ
の
結
果
を
「
対
象
の
性
質
の
探
求
」
の
た
め

に
解
釈
す
る
一
連
の
統
計
的
思
考
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
自
然
科
学
領
域
で
も
社
会
科
学
領
域
で
も
不

可
欠
な
研
究
過
程
で
あ
る
。
や
は
り
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は

単
な
る
デ
ー
タ
解
析
で
は
な
く
、
価
値
創
造
へ
っ
な
が
る
科
学
的
探
求
領
域
の
学
問
で
あ
る
。
。

　
「
統
計
は
も
と
も
と
、
「
科
学
の
文
法
（
Ｇ
ｒ
ａ
ヨ
ヨ
ａ
ｒ
　
ｏ
ｆ
　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）
　
Ｊ
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
方
法
論
で

（
Ｊ
～
自
認
冶
）
、
自
然
、
社
会
、
経
済
、
人
間
行
動
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
謀
題
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
科
学
的
探
求
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
供
し
、
（
中
略
）
、
今
日
の
「
計
量
」
を
冠
す
る
多
く
の
研
究
領
域
の
基
本

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
き
た
。
。
」
「
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
科
学
を
創
造
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
提
供
す
る
科
学
」
と
す

る
発
想
が
当
初
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
滋
賀
大
、
横
浜
市
立
大
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ

う
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
目
的
は
価
値
創
造
に
あ
る
。
統
計
学
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
追
い
風
に

乗
っ
て
、
目
的
を
価
値
創
造
と
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ー
タ
に
基
づ
く
科
学
的
探
求
と
し
た
コ
ア
ー
タ
サ

イ
ェ
ン
ス
」
に
衣
替
え
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
追
い
風
を
駆
動
干
不
ル
ギ
に
す

る
た
め
に
情
報
学
と
の
融
合
を
必
要
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
統
計
学
、
情
報
学
、
価

値
創
造
の
三
つ
の
要
素
か
ら
成
る
科
学
で
あ
る
。
。
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統
計
学
へ
の
追
い
風
は
大
学
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
初
等
中
等
教
育
に
も
及
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
五
年
、

日
本
統
計
学
会
、
日
本
品
質
管
理
学
会
を
は
じ
め
と
す
る
｛
七
の
関
連
学
協
会
が
、
「
2
1
世
紀
の
知
識
創
造

社
会
に
向
け
た
統
計
教
育
推
進
へ
の
要
望
書
」
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
校
と
中
学
校

の
二
〇
〇
八
年
告
示
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
統
計
内
容
の
大
幅
な
拡
充
と
必
修
化
か
実
施
さ
れ
て

い
る
。
。

　
例
え
ば
、
我
々
の
世
代
の
小
学
生
時
代
、
グ
ラ
フ
の
読
み
方
は
社
会
科
で
登
場
し
、
算
数
で
は
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
の
小
学
校
・
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
図
、
表
、
グ
ラ

フ
の
教
育
が
、
社
会
科
や
理
科
に
加
え
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
算
数
で
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
中
学
校

で
は
数
学
で
確
率
・
統
計
の
領
域
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
の
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
数

Ｉ
で
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
の
単
元
が
、
ま
た
、
数
学
Ｂ
に
「
確
率
分
布
と
統
計
的
な
推
測
」
の
単
元
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
科
学
的
な
問
題
解
決
力
を
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
新
学
習
指
導
要
領
に
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
。
こ
れ
は
ま
さ
に
我
が
国
の
品
質
管
理

分
野
に
お
い
て
体
系
化
さ
れ
て
き
た
統
計
的
品
質
管
理
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
Ｔ
ｓ
Ｑ
ｃ
）
で
あ
り
、

「
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
問
題
発
見
と
問
題
解
決
」
の
方
法
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
の
製
造
業
が
得
意
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と
し
て
き
た
「
改
善
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
方
法
論
が
、
初
等
中
等
教
育
に
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

４
　
デ
ー
タ
サ
イ
ェ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
関
わ
る
不
易
流
行

　
食
品
ス
ー
パ
ー
の
顧
客
の
購
買
行
動
分
析
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
。
解
析
対
象
期
開
け
二
〇
コ
ー

年
一
〇
月
一
日
か
ら
二
〇
一
三
年
五
月
三
一
日
の
八
ヶ
月
二
四
二
日
間
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
売
り
上
げ

デ
ー
タ
と
そ
れ
に
対
応
す
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
、
買
上
二
〇
〇
円
ご
と
に
Ｉ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
あ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
。
Ｉ

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
と
は
、
商
品
販
売
時
点
デ
ー
タ
で
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
顧
客
情
報
が
付
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
「
ど
ん
な
人
が
」
「
何
を
」
「
何
と
一
緒
に
」
「
何
の
購
入
の
前
に
（
後
に
）
」
購
入
し
た
か
と
い

う
顧
客
個
人
に
お
け
る
販
売
履
歴
情
報
で
あ
る
。

　
企
業
と
の
共
同
研
究
の
場
合
、
頂
い
た
デ
ー
タ
の
加
工
に
多
く
の
干
不
ル
ギ
を
費
や
す
ケ
ー
ス
が
多
い
。

本
事
例
の
場
合
、
入
手
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
は
レ
シ
ー
ト
を
テ
キ
ス
ト
化
し
た
テ
キ
ス
ト
形
式
デ
ー
タ
で

あ
っ
た
。
ま
ず
こ
れ
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
へ
変
換
す
る
作
業
か
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
の
個
人
情
報
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
Ｉ
Ｄ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
こ
の
作
業
を
面
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倒
に
さ
せ
た
の
は
、
レ
ジ
の
売
り
上
げ
人
力
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
入
力
の
タ
イ
ム
ラ
グ
で
あ
る
。
レ
ジ
の
売

り
上
げ
入
力
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
入
力
は
別
の
機
器
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
入
力
時
の
金
額
は
必
ず
し
も
レ
ジ
の
売
上
額
と
一
致
し
な
い
。
二
〇
〇
円
ご
と
に
Ｉ
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
Ｉ
〇
円
以
下
の
桁
が
端
折
っ
て
入
力
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｄ
デ
ー
タ
と

Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
精
度
を
上
げ
る
の
に
戸
惑
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の
処
理
を
行
っ
て
、
初
め
て
Ｉ

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
と
な
る
。
結
局
、
本
学
情
報
工
学
科
の
伊
藤
孝
行
研
究
室
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
の
事
例
の
デ
ー
タ
を
一
般
的
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
よ
ぶ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
、

デ
ー
タ
解
析
を
す
る
以
前
に
、
デ
ー
タ
加
工
と
い
う
大
変
な
仕
事
が
必
要
で
あ
っ
た
。
情
報
技
術
に
明
る
く

な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
世
の
中
の
素
デ
ー
タ
は
、
そ
の
ま
ま
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
シ
ー
ト
に
収

ま
る
よ
う
な
構
造
化
デ
ー
タ
で
存
在
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
デ
ー
タ
、
画
像
デ
ー
タ
、
音
声

デ
ー
タ
な
ど
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
非
構
造
化
デ
ー
タ
を
構
造
化
デ
ー
タ
に
加
工
す
る
に
は
、
情
報
技
術

が
必
要
と
な
る
。

　
構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
デ
ー
タ
を
解
析
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の

ス
テ
ー
ジ
は
統
計
学
の
出
番
で
あ
る
。
デ
ー
タ
解
析
と
そ
の
結
果
を
解
釈
し
て
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
価
値
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を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
上
記
の
事
例
で
は
、
事
例
の
対
象
で
あ
る
食
品
ス
ー
パ
ー
と
の
議
論
、
お
よ
び
、

過
疎
地
間
題
か
ら
、
「
買
い
物
弱
者
」
へ
の
具
体
策
と
し
て
、
移
動
ス
ー
パ
ー
の
品
揃
え
に
対
す
る
情
報
提

供
と
い
う
価
植
を
議
論
し
た
。
価
値
創
造
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
社
会
学
の
出
番
で
あ
る
。

　
繰
り
返
す
と
、
上
記
事
例
は
、
レ
ジ
の
デ
ー
タ
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
の
入
手
に
始
ま
り
、
買
い

物
弱
者
へ
の
対
策
と
い
う
価
値
に
至
る
過
程
で
、
情
報
学
、
統
計
学
、
そ
し
て
、
社
会
学
の
知
識
を
必
要
と
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
統
計
学
、
情
報
学
、
価
値
創
造
の
三
つ
の
分
野
の
素
養
を
併
せ
も
っ
と
人
材
が
デ
ー
タ

サ
イ
ェ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
滋
賀
大
学
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
デ
ー
タ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
（
情
報
関
連
）
科
目
、
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
系
（
統
計
系
）
科
目
と
価
値
創
造
科
目
（
経

済
、
経
営
系
科
目
、
多
分
野
に
お
け
る
価
値
創
造
の
実
例
紹
介
、
価
値
創
造
の
実
践
等
）
か
ら
成
る
。
デ
ー

タ
エ
ン
ジ
ュ
ア
リ
ン
グ
と
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
の
能
力
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
価
値
創
造
に
挑
む
、
「
逆
Ｈ
型

人
材
、
」
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
学
部
教
育
で
三
つ
の
分
野
の
素
養
を
併
せ
も
つ
人
材
育
成

と
な
る
と
な
か
な
か
難
し
い
。
例
え
ば
、
統
計
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ
し
、
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
情

報
学
を
学
び
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を
通
じ
て
、
「
統
計
学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
涵

養
す
る
、
と
言
っ
た
人
材
教
育
が
想
定
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
あ
る
専
門
分
野
を
も
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

志
向
を
も
つ
社
会
人
が
「
逆
Ｈ
型
」
の
ベ
ー
ス
と
な
る
統
計
学
と
情
報
学
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
、
と
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い
っ
た
人
材
教
育
も
想
定
で
き
る
。

　
今
ま
で
統
計
学
は
黒
子
で
あ
っ
た
感
が
強
い
。
特
に
、
工
学
の
分
野
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。
例
え
ば
、

生
産
性
を
上
げ
る
べ
く
新
工
法
が
提
案
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
報
告
な
り
、
論
文
の
主
役
は
新
工
法
の
基
礎
と

な
っ
た
要
素
技
術
で
あ
る
。
新
工
法
の
発
見
や
検
証
に
実
験
計
画
法
が
使
わ
れ
、
効
率
よ
く
新
工
法
の
提
案

が
で
き
た
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
解
析
で
あ
る
実
験
計
画
法
の
部
分
は
「
黒
子
」
で
あ
る
。
実
験
計
画
法
は
要

素
技
術
（
主
役
）
に
対
す
る
管
理
技
術
（
黒
子
）
で
あ
る
。
医
学
、
薬
学
の
分
野
で
は
デ
ー
タ
お
よ
び
デ
ー

タ
解
析
が
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
は
デ
ー
タ
解
析
が
主
役
で
あ
っ
た
と

は
言
え
な
い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
追
い
風
に
乗
っ
て
、
「
黒
子
」
で
あ
っ
た
統
計
学
が
「
デ
ー
ク
サ
イ
ェ
ン

テ
ィ
ス
ト
」
と
い
う
名
の
下
で
主
役
に
抜
擢
さ
れ
た
感
か
お
る
。
無
論
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
情
報
学
と

い
う
共
演
者
の
存
在
が
あ
っ
て
の
主
役
で
あ
り
、
ま
た
、
価
値
創
造
へ
の
プ
ロ
セ
ス
は
「
不
易
」
で
あ
る
が
、

対
象
と
す
る
ド
メ
イ
ン
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
質
／
量
の
多
様
性
へ
の
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。

５
　
デ
ー
タ
お
よ
び
デ
ー
タ
解
析
の
不
易
流
行

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
は
何
か
？
当
初
は
、
「
が
Ｆ
∃
Ｑ
（
量
）
、
ぷ
洽
々
（
多
様
性
）
、
Ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
（
速
度
）
の
い
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ず
れ
も
大
き
い
性
質
を
備
え
た
デ
ー
タ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
日
本
学
術
会
議
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
に

対
応
す
る
人
材
育
成
」
の
提
言
。
に
よ
る
と
、
「
市
販
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
ツ
ー
ル
や
従
来
の

デ
ー
タ
処
理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
ほ
ど
巨
大
で
複
雑
な
デ
ー
タ
集
合
の
集
積
物

を
表
す
用
語
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
巨
大
」
は
ざ
Ｆ
ヨ
り
に
、
「
複
雑
」
は
ざ
汗
々
に
対
応
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
ぶ
Ｉ
〇
・
一
々
の
対
応
は
見
当
た
ら
な
い
。
ぷ
Ｉ
〇
・
尽
を
「
更
新
速
度
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

デ
ー
タ
獲
得
の
速
度
が
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
ど
う
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
対
す
る
学
回

的
な
定
義
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
し
か
し
、
「
今
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
で
す
。
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
理
解

で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
を
考
え
れ
ば
、
明
ら
か
に
、
巨
大
で
複
雑
な
デ
ー
タ
が
安
価
に
人
手
で

き
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
実
感
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
の
デ
ー
タ
」
を

と
り
あ
え
ず
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
前
述
し
た
食
品
ス
ー
パ
ー
の
素
デ
ー
タ
で
あ
る
Ｐ

Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
は
、
レ
シ
ー
ト
を
テ
キ
ス
ト
化
し
た
テ
キ
ス
ト
形
式
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
は
サ
ン

プ
ル
×
変
数
の
構
造
化
デ
ー
タ
で
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
や
画
像
デ
ー
タ
は
非
構
造
化
デ
ー
タ
で
あ
り
、

「
複
雑
さ
」
と
い
う
意
味
で
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
例
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
巨
大
」
で
「
複
雑
」
な
デ
ー
タ
で
あ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
と
は
何
か
違
う
の
だ

ろ
う
か
？
こ
の
問
に
対
し
て
、
従
来
の
統
計
学
と
異
な
る
点
を
強
調
し
た
い
が
た
め
か
、
誤
解
で
は
な
い
か
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と
思
わ
れ
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
従
来
の
統
計
学
は
母
集
団
か
ら
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た
標

本
デ
ー
タ
を
解
析
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
が
巨
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
デ
ー
タ
が
母
集
団
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
が
解
析
対
象
で
あ
る
集
団

に
対
し
て
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
か
、
全
数
か
ど
う
か
は
、
母
集
団
の
大
き
さ
と
サ
ン
プ
ル
の
大
き

さ
と
の
関
係
で
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
数
自
体
と
は
別
の
話
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
目
的
の
中
心
は
予

測
・
判
別
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
新
た
な
標
本
に
対
す
る
予
測
・
判
別
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
場
合
も

対
象
と
す
る
の
は
、
デ
ー
タ
の
背
後
に
あ
る
無
限
母
集
団
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
従
来
の
統
計
学
は
仮
説
検

証
の
演
緯
型
で
あ
り
、
一
方
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
は
帰
納
型
で
あ
る
」
と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
統
計
学

が
仮
説
検
証
の
演
鐸
型
か
仮
説
生
成
の
帰
納
型
か
は
、
解
析
目
的
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
サ
ン
プ
ル
数
の
大

き
さ
と
は
別
の
話
で
あ
る
。
違
い
を
強
調
し
た
い
が
た
め
の
誤
っ
た
記
述
は
普
及
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
明
ら
か
に
、
統
計
学
の
発
展
を
促
し
か
。
以
後
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
登
揚
に
至
る
こ

れ
ま
で
の
統
計
学
の
不
易
流
行
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
統
計
学
は
、
前
述
し
た
「
黒
子
」
的
な
役
割
の
時
代

か
ら
、
今
日
の
「
主
役
」
に
躍
り
出
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
発
展
・
普
及
し
て
き

た
歴
史
を
も
つ
。

　
ま
ず
、
統
計
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
歴
史
上
の
人
物
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
Ｆ
。
ゴ
ル
ト
ン
（
一
八
二
二
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～
一
九
一
二
、
Ｋ
。
ピ
ア
ソ
ン
（
一
八
五
七
～
一
九
三
六
）
、
Ｒ
。
Ａ
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
一
八
九
〇
～
一

九
六
二
）
、
Ｉ
ネ
イ
マ
ン
（
一
八
九
四
～
一
九
八
二
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ル
ト
ン
は
親
と
子
の
身
長
を
関
係
づ

け
る
た
め
に
散
布
図
を
用
い
、
相
関
係
数
、
回
帰
直
線
を
考
案
し
た
。
そ
れ
を
理
論
づ
け
し
た
の
が
ピ
ア
ソ

ン
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
実
験
計
画
法
を
体
系
化
し
、
標
本
分
布
（
例
え
ば
、
正
規
分
布
の
標
本
分
布

の
一
つ
で
あ
る
Ｆ
分
布
）
を
導
出
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
と
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
二
人
が
近
代
統
計
学
の
礎
を
築
い

た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
二
人
の
統
計
学
に
対
す
る
立
場
は
異
な
る
。
ピ
ア
ソ
ン
の
統
計
学
は
記
述
統
計
で

あ
り
、
一
方
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
推
測
統
計
の
立
場
で
あ
る
。
推
測
統
計
の
立
場
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
の
が

ネ
イ
マ
ン
で
あ
る
。
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
（
Ｅ
。
Ｓ
。
ピ
ア
ソ
ン
ー
Ｋ
。
ピ
ア
ソ
ン
の
息
子
）
の
基
本
定

理
で
有
名
な
ネ
イ
マ
ン
は
、
こ
の
基
本
定
理
を
も
と
に
、
仮
説
検
定
に
お
け
る
帰
無
仮
説
と
対
立
仮
説
、
有

意
水
準
と
検
出
力
な
ど
を
考
案
し
た
。
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
統
計
学
の
教
科
書
は
、
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン

流
で
書
か
れ
て
い
る
。
著
者
も
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
流
で
書
か
れ
た
教
科
書
で
統
計
学
を
学
ん
だ
一
人
で

あ
る
。
こ
の
流
れ
が
、
前
述
し
た
、
統
計
学
‐
‥
推
測
統
計
、
あ
る
い
は
統
計
学
‐
‥
仮
説
検
定
の
誤
解
を
生
ん

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
記
述
統
計
と
は
「
デ
ー
タ
の
特
徴
を
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
推
測
統
計
と

は
「
デ
ー
タ
の
背
後
に
あ
る
母
集
団
を
特
徴
付
け
る
分
布
の
母
数
や
母
集
団
の
傾
向
を
デ
ー
タ
か
ら
推
測
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す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
ピ
ア
ソ
ン
の
研
究
の
背
景
に
は
ゴ
ル
ト
ン
の
遺
伝
学
か
お
り
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
研
究
の
背
景
に
は
、
自
ら
が
体
系
化
し
た
農
業
に
お
け
る
実
験
計
画
か
お
る
。
歴
史
的
な

推
移
は
、
記
述
統
計
か
ら
推
測
統
計
で
あ
る
が
、
推
測
統
計
が
記
述
統
計
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
統
計
学
が
対
象
と
し
た
ド
メ
イ
ン
が
、
遺
伝
学
か
ら
農
業
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
記

述
統
計
に
推
測
統
計
の
要
素
が
欠
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
。
例
え
ば
、
カ
イ
ニ
乗
適
合
度
検
定
は
ピ
ア

ソ
ン
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
想
定
さ
れ
た
理
論
分
布
が
デ
ー
タ
を
記
述
す
る
も
の
と
し
て

デ
ー
タ
と
十
分
整
合
す
る
か
否
か
を
見
る
。
」
も
の
で
あ
り
、
記
述
統
計
の
立
場
で
あ
る
。
フ
ィ
シ
ャ
ー
に

と
っ
て
、
検
定
と
は
差
（
肥
料
の
効
果
）
か
お
る
こ
と
を
立
証
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ピ
ア
ソ
ン

に
と
っ
て
、
検
定
と
は
（
遺
伝
学
の
）
法
則
の
成
立
を
創
造
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ピ
ア
ソ
ン

に
と
っ
て
、
統
計
的
法
則
は
デ
ー
タ
を
記
述
す
る
た
め
の
枠
組
み
で
あ
っ
て
、
デ
ー
タ
の
中
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
い
。
「
デ
ー
タ
の
背
後
に
法
則
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
法
則
は
デ
ー
タ
の
挙
動
よ
っ
て

創
造
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
の
特
徴
で
あ
る
コ
ア
ー
タ

駆
動
型
の
解
析
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
統
計
学
の
不
易
流
行
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
点
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
ピ
ア
ソ
ン
の
思
想
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
に
至
る
ま
で
「
不
易
」
な
も
の
で
あ
る
。

　
統
計
学
が
対
象
と
す
る
ド
メ
イ
ン
は
遺
伝
学
か
ら
農
業
へ
、
そ
し
て
工
業
へ
と
拡
大
し
た
。
具
体
的
な
応
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用
は
品
質
管
理
に
お
け
る
抜
取
検
査
で
あ
る
。
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
流
の
仮
説
検
定
は
、
ロ
ッ
ト
が
「
合

格
か
不
合
格
か
」
を
意
思
決
定
す
る
抜
取
検
査
の
理
論
に
マ
ッ
チ
す
る
。
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
流
の
統
計

学
は
、
ま
さ
に
統
計
的
意
思
決
定
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
農
業
を
ド
メ
イ
ン
と
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
実
験

計
画
を
、
工
業
（
特
に
、
設
計
）
の
ド
メ
イ
ン
に
拡
大
し
た
の
が
田
口
玄
一
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
流
と
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
流
の
違
い
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
デ
ー
タ
解
析
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
仮
説
検
定
（
例
え
ば
、
二
つ
の
母
平
均
の
差
の
検
定
）
を
行
っ
た
と
き
、
Ｐ
値
が
出
力
さ
れ
る
。
Ｐ

値
と
は
「
帰
無
仮
説
が
成
立
し
て
い
る
下
で
、
算
出
し
た
検
定
統
計
量
の
値
以
上
と
な
る
確
率
」
で
あ
る
。

ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
流
で
あ
れ
ば
、
前
も
っ
て
決
め
た
確
率
（
五
％
が
よ
く
使
わ
れ
る
）
よ
り
Ｐ
値
が
小

さ
い
と
き
、
「
差
が
な
い
」
と
い
う
仮
説
（
帰
無
仮
説
）
を
棄
却
し
、
「
差
が
あ
る
」
と
い
う
対
立
仮
説
を

採
択
す
る
。
前
も
っ
て
決
め
た
確
率
を
有
意
水
準
と
い
う
。
Ｐ
値
と
有
意
水
準
の
大
き
さ
を
比
べ
る
だ
け

で
あ
り
、
Ｐ
値
の
大
き
さ
は
問
わ
な
い
。
こ
の
結
論
の
解
釈
は
「
私
は
同
じ
検
定
を
Ｉ
〇
〇
回
行
っ
た
と
す

れ
ば
、
平
均
し
て
五
回
は
間
違
い
を
犯
し
ま
す
が
、
帰
無
仮
説
を
棄
て
、
対
立
仮
説
を
採
り
ま
す
」
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
れ
に
具
を
唱
え
た
。
「
抜
取
検
査
で
あ
れ
ば
、
母
集
団
が
い
く
つ
も
あ
り
、
検
定
を
繰
り

返
す
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
自
然
科
学
に
お
け
る
母
集
団
は
仮
説
的
な
も
の
で
あ
り
、
検
定
を
Ｉ

〇
〇
回
行
う
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
。
」
と
。
ネ
イ
マ
ン
は
　
１
確
率
＝
頻
度
」
論
者
で
あ
り
、
一
方
、
フ
ィ
ッ
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ジ
ャ
ー
は
「
確
率
‥
‐
確
か
ら
し
さ
の
尺
度
」
と
す
る
対
立
で
あ
る
。
Ｐ
値
を
考
案
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、

Ｐ
値
を
エ
ビ
デ
ン
ス
カ
と
解
釈
し
た
1
0
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
流
で
は
「
Ｐ
値
が
小
さ
い
と
「
差
が

あ
る
」
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
カ
が
大
き
い
」
と
解
釈
す
る
。

　
我
々
は
し
ば
し
ば
、
有
意
水
準
一
％
で
有
意
な
と
き
は
「
高
度
に
有
意
」
と
し
て
「
＊
＊
」
を
つ
け
、
有

意
水
準
五
％
で
有
意
な
と
き
に
は
「
有
意
」
と
し
て
「
＊
」
を
つ
け
る
。
こ
れ
を
、
「
有
意
水
準
一
％
で
有

意
」
の
ほ
う
が
、
有
意
水
準
五
％
に
比
べ
て
「
差
が
あ
る
こ
と
が
確
か
ら
し
い
」
と
解
釈
す
る
。
こ
の
解
釈

は
、
ネ
イ
マ
ン
ー
ピ
ア
ソ
ン
流
と
フ
ィ
シ
ャ
ー
流
の
折
衷
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
Ｐ
値
に
関
す
る
誤
解
を
あ
げ
て
お
く
。
ｙ
」
れ
ら
は
、
Ｐ
値
は
サ
ン
プ
ル
数
に
依
存
す
る
と
い
う

認
識
が
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
誤
解
で
あ
る
。

Ｉ
Ｐ
値
が
小
さ
い
と
、
よ
り
効
果
が
大
き
い
と
判
断
す
る

２
）
サ
ン
プ
ル
数
を
無
視
し
て
、
Ｐ
値
で
判
定
す
る

３
）
サ
ン
プ
ル
数
の
異
な
る
検
定
の
Ｐ
値
の
比
較
を
す
る

　
上
記
２
）
の
誤
解
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
も
関
連
す
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
サ
ン
プ
ル
数
が
「
巨
大
」
で

あ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
が
大
き
い
と
Ｐ
値
は
小
さ
く
な
る
。
つ
ま
り
、
極
々
小
さ
な
差
で
あ
っ
て
も
「
有
意
な

差
」
と
結
論
づ
け
て
し
ま
う
。
サ
ン
プ
ル
数
が
「
巨
大
」
で
あ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
仮
説
検
定
は
馴
染
ま
な

55



い
。
ま
た
、
統
計
的
に
有
意
差
か
お
る
こ
と
と
、
対
象
の
ド
メ
イ
ン
に
お
い
て
差
が
あ
る
こ
と
と
は
異
な
る
。

仮
説
検
定
は
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
動
機
付
け
で
あ
り
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
推
定
に
依
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
統
計
学
は
応
用
の
ド
メ
イ
ン
を
遺
伝
学
↓
農
業
↓
工
業
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
拡

大
を
サ
ン
プ
ル
数
で
な
ぞ
っ
た
な
ら
ば
、
大
士
か
に
、
大
（
遺
伝
学
）
↓
小
（
農
業
）
↓
中
（
工
業
）
で
あ

る
と
言
え
る
。
そ
し
て
次
の
時
代
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
サ
ン
プ
ル
数
が
「
巨
大
」
で
あ
る

「
社
会
」
と
い
う
ド
メ
イ
ン
で
あ
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
は
ベ
イ
ズ
統
計
の
復
活
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
朝
日
新

聞
（
別
紙
『
ｇ
』
）
に
「
三
〇
〇
年
後
に
脚
光
ベ
イ
ズ
の
定
理
」
が
掲
載
さ
れ
、
人
工
知
能
へ
の
応
用
が
注

目
さ
れ
た
。
「
復
活
」
と
表
現
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
統
計
学
の
一
般
の
教
科
書
に
お
い
て
、
ペ
イ
ズ
の
定

理
の
記
述
は
あ
っ
て
も
ベ
イ
ズ
統
計
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ピ

ア
ソ
ン
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
ネ
イ
マ
ン
が
と
も
に
、
ベ
イ
ズ
統
計
学
を
否
定
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
頻
度
論
者
で
あ
る
ネ
イ
マ
ン
が
母
数
の
事
前
分
布
を
否
定
し
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
母
数
を
変
数
と
し
た
関
数
で
あ
る
「
尤
度
」
の
概
念
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
、

母
数
の
事
前
分
布
を
考
え
る
ベ
イ
ズ
統
計
を
、
現
象
を
説
明
す
る
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ピ
ア

ソ
ン
も
ネ
イ
マ
ン
ほ
ど
ベ
イ
ズ
統
計
を
完
全
否
定
し
た
と
は
思
え
な
い
。
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ベ
イ
ズ
統
計
は
、
解
析
対
象
と
す
る
統
計
モ
デ
ル
を
特
徴
づ
け
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
事
前
分
布
を
想
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
解
析
時
で
の
事
前
情
報
で
あ
る
。
事
前
分
布
か
ら
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
事
後
分
布
を
得
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
デ
ー
タ
か
ら
母
数
の
事
後
分
布
を
得
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
ま
さ
に
デ
ー
タ
駆
動
型
の
統
計
で
あ
り
、
デ
ー
タ
、
し
か
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
事
前
分
布
か
ら

事
後
分
布
を
「
学
習
」
す
る
と
い
う
発
想
が
人
工
知
能
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
の
著
し
い
向
上
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
存
在
は
、
情
報
学
に
お
い
て
機
械
学
習

の
発
展
を
み
た
。
代
表
的
な
手
法
が
、
ニ
ュ
上
ブ
ル
ネ
ッ
ト
や
サ
ポ
ー
ト
ベ
ク
ト
ル
マ
シ
ン
で
あ
る
。
た
だ

し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
同
様
に
、
機
械
学
習
に
き
ち
ん
と
し
た
学
問
的
な
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
１
１
。

機
械
学
習
の
特
徴
と
し
て
は
、
非
線
形
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
、
用
途
が
未
知
デ
ー
タ
に
対
す
る
予
測
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
予
測
へ
の
用
途
は
、
モ
デ
ル
に
汎
化
能
力
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

言
ア
ル
が
非
線
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
習
し
た
モ
デ
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ
学
習
の
ロ
バ
ス
ト
性
、
あ
る
い
は
、

モ
デ
ル
構
築
に
用
い
た
デ
ー
タ
に
過
度
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
過
学
習
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
ス

パ
ー
ス
推
定
な
ど
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
予
測
に
対
す
る
機
械
学
習
の
成
果
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
予
測
モ
デ
ル
は
必
ず
し
も
因

果
モ
デ
ル
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
電
気
炉
の
内
部
１
　
度
を
外
壁
に
取
り
付
け
た
温
度
セ
ン
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サ
ー
の
値
か
ら
予
測
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
予
測
の
方
向
は
、
外
壁
か
ら
炉
内
部
の
方
向
で
あ
る
。
一
方
、
発

熱
体
は
炉
内
部
に
あ
る
の
で
、
因
果
の
方
向
は
炉
内
部
か
ら
外
壁
の
方
向
で
あ
る
1
2
。
予
測
に
因
果
関
係
は

必
ず
し
も
必
要
な
い
。
予
測
モ
デ
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
解
釈
す
る
必
要
も
な
い
。

　
ま
た
、
相
関
関
係
は
必
ず
し
も
因
果
関
係
を
表
さ
な
い
。
四
七
都
道
府
県
の
年
間
の
犯
罪
発
生
件
数
と

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
数
に
は
高
い
正
の
相
関
が
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
は
社
会
悪
で
あ
る
」
と
は
誰
も
言
わ
な
い
1
3
。
国
別
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
消
費
量
と
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
数
は
高
い
正
の
相
関
関
係
か
お
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
チ
ョ
＝
レ
ー
ト
が
知
能
を
高
め
る
わ
け
で

は
な
い
（
例
え
ば
、
ご
。
逆
に
、
相
関
関
係
は
な
い
が
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
例
え
ば
、

言
。
と
こ
ろ
が
、
相
関
関
係
の
存
在
を
知
る
こ
と
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
因
果
モ
デ
ル
か
ら
ア
ク
シ
ョ

ン
の
効
果
を
知
り
た
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
介
入
効
果
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
い
え
ど
も
因
果
モ
デ
ル
の
構
築
は
簡
単
で
は
な
い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
典
型
的
な
観
察
デ
ー
タ

で
あ
る
。
観
察
デ
ー
タ
で
は
共
変
量
の
存
在
が
介
入
効
果
の
推
定
の
邪
魔
を
す
る
。
効
果
が
大
舎
い
共
変
量

が
観
察
さ
れ
て
い
な
い
と
因
果
分
析
で
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
招
く
。

　
と
こ
ろ
が
、
共
変
量
の
存
在
を
も
の
と
も
し
な
い
で
、
少
数
デ
ー
タ
か
ら
介
入
効
果
を
推
定
す
る
方
法
か

お
る
。
実
験
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
出
番
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
観
察
デ
ー
タ
で
あ
る
の
に
対
し
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て
、
実
験
に
よ
る
デ
ー
タ
を
計
画
デ
ー
タ
と
よ
ぶ
。
実
験
は
因
子
の
水
準
を
意
図
的
に
変
更
す
る
と
い
う
介

入
に
よ
っ
て
、
介
入
効
果
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
実
験
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
共
変

量
の
影
響
は
実
験
誤
差
と
し
て
残
る
が
、
共
変
量
の
効
果
が
介
入
効
果
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
観
察

デ
ー
タ
が
主
流
で
あ
る
社
会
科
学
の
分
野
で
は
実
験
を
計
画
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
仮
想
的
に
実

験
の
場
を
作
る
工
夫
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
づ
。

　
予
測
や
分
類
以
外
に
サ
ン
プ
ル
が
「
巨
大
」
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
解
析
の
方
向
性

が
あ
る
。
そ
の
方
向
性
を
、
サ
ン
プ
ル
数
が
「
巨
大
」
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た
統
計
的
因
果
探
索
1
6
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
分
布
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
中
心
極
限
定
理
の
お
か
げ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
標
本
分
布
論
に
始
ま
る
正
規
分
布
を
仮
定
し
た

推
測
統
計
の
美
し
い
理
論
体
系
を
幅
広
く
利
用
で
き
る
。
正
規
分
布
を
仮
定
し
た
時
点
で
、
平
均
（
一
次

モ
ー
メ
ン
ト
）
と
ば
ら
つ
き
（
二
次
モ
ー
メ
ン
ト
）
を
求
め
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
正
規
分
布
は
平
均
と
ば
ら

つ
き
に
よ
っ
て
決
ま
る
大
変
便
利
な
分
布
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
正
規
分
布
を
仮
定

し
九
時
点
て
三
次
モ
ー
メ
ン
ト
以
上
の
情
報
は
捨
て
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
っ
と
も
、
少
数
デ
ー
タ

で
は
三
次
モ
ー
メ
ン
ト
以
上
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
推
定
精
度
が
著
し
く
悪
く
、
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
正
規
分
布
を
仮
定
せ
ず
、
分
布
を
拠
り
所
と
す
る
解
析
、
す
な
わ
ち
、
三
次
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モ
ー
メ
ン
ト
以
上
の
情
報
を
解
析
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
な
せ
る
わ
ざ

で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
い
ろ
ん
な
分
野
で
応
用
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
異
常
検
知
に
も
活
用
で
き
る
。
個
々

の
デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
、
平
均
値
や
ば
ら
つ
き
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
分
布
系
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
常
の
兆
候
を
早
期
に
検
知
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
1
7
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ
れ
少
数
デ
ー
タ
の
計
画
デ
ー
タ
で
あ
れ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
目
的
で
あ
る
価
値

創
造
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
「
統
計
学
よ
、
さ
よ
う
な
ら
。
機
械
学
習
よ
、
こ
ん
に
ち

は
。
」
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
逆
で
も
な
い
。

６
　
お
わ
り
に

　
統
計
学
は
、
遺
伝
学
↓
農
業
↓
工
業
↓
社
会
と
、
そ
の
ド
メ
イ
ン
を
拡
大
し
な
が
ら
発
展
を
み
た
。
む
ろ

ん
、
ド
メ
イ
ン
は
医
学
、
薬
学
あ
る
い
は
心
理
学
な
ど
も
含
む
。
今
や
、
統
計
学
の
目
的
は
デ
ー
タ
の
獲
得

か
ら
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
対
象
ド
メ
イ
ン
で
の
価
値
創
造
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ピ

ア
ソ
ン
の
「
文
法
の
科
学
」
を
根
源
に
も
つ
不
易
流
行
の
統
計
的
科
学
思
想
で
あ
り
、
ま
さ
に
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
で
あ
る
。
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統
計
学
の
不
易
流
行
を
語
る
と
き
に
、
前
掲
ゴ
ル
ト
ン
の
い
と
こ
で
あ
る
Ｆ
。
ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
（
一
八

二
〇
～
一
九
一
〇
）
は
外
せ
な
い
。
一
八
五
四
年
に
英
国
が
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
参
戦
し
た
際
、
従
軍
看
護
婦

と
し
て
戦
地
に
赴
い
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
女
は
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
し
た
「
鶏
の
と
さ
か
」
グ
ラ
フ
を
使
い
、
病
院
内
の
衛
生
管
理
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
彼
女
は
統
計
学

者
で
も
あ
る
。
ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
の
こ
と
ば
を
引
用
す
る
。
「
神
の
御
心
を
知
る
に
は
統
計
学
を
学
ば
な
け

れ
ば
い
け
な
い
プ
。
冒
頭
の
｛
｝
Ｏ
Ｏ
覧
Ｑ
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ハ
ル
ー
バ
リ
ア
ン
氏
の
こ
と
ぼ
け
ナ
イ
チ

ン
グ
ー
ル
か
ら
約
一
五
〇
年
後
で
あ
る
。
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Immutability in Developing of Statistics

　These days, big data and data science are full of media. That

is exactly ａ tailwind to statistics.In 20 17, the Faculty of Data

Science was established at Shiga University, the firstdepartment

in Japan that specializesin statistics.The purpose of data science

is value creation in target domain through data acquisition and

analysis. In this paper, we review the history from modern

statisticsbeginning with K. Pearson to data science in the big

data era, and discuss continuity and change concerning statistical

education, data scientists,and data analysis. We can recognize

that while expanding the domains with genetics (F. Galton and

K. Pearson), agriculture (R. Ａ. Fisher), industry (J. Neyman)

and society (the big data era), statisticshas been developing in

responses to the diversity of data in these domains. Behind that

lies the immutable scientificthought from Grammar of Science

by K. Pearson.
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